



























生 は、修士 ・博士 ・専門職学位課程を併せて

















小学校 中学校 高等学校 大 学 特別支援学校 看護学校 元教員 小 計
人数 6 2 4 1 1 2 2 18
職業
教 員 以 外
図書館司書
、、'■ 十十■=コ
字1云貝 公務員(行政) 看護師 福祉法人 会社員 自営業 アルバイ ト 不 明 小 計





入学期生 入学年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 中退 在学中 計
1期生 1999 2 1(予定) i1) 3(1)
2期生 2000 2 1 1 1 1(予定) 1 (1) 7(1)
3期生 2001 1 0 4 1 1(予定) (1) 7(1)
4期生 2002 2 2 4(0)
5期生 2003 4 1(予定) 1 (1) 6(1)
6期生 2004 4 1(予定) (1) 5(1)
合 計 13 2 8 2 1 2 4 (5)32(5)



































実施 した。調査 日は2008年1月に行い、1期 生
か ら6期生の27名(2007年1月の調査回答・時に
おける修了生23名と修了予定者4名 も含む。予




















男性 7 3 1 1 1 0 1 14
女性 3 0 1 0 0 1 1 6



















NO 研 究 状 況 男性 女性 計
1
学会 ・研究会 ・シンポジウム
等での発表 8 3 11
2 紀要等への投稿 8 3 11
3
研究会等の世話人や代表者と
しての活動 4 0 4
4 研究成果の刊行 1 0 1
5 その他 4 4 8
6 特になし 4 1 5
計 29 11 40
表⑥ 学会 ・研究会 ・シンポジウム等での発表


































9 行政の 「人権 と社会」 1
10 著書刊行 『死と生の民俗』2008.3 1
計 15
表⑧ 研究会等での世話人等
NO 名 称 件数
1 兵庫県社会科教育研究会 1
2 金融教育実践指定校代表 1


















NO 男性 女性 計
1 機会があれば発表したいと思う 9 4 13
2 発表 したいと思わない 0 0 0
3 どちらでもよい 3 1 4
4 その他 2 1 3
計 14 6 20
表⑪ 上記で①思うと答えた人にうかがいます。
NO 男性 女性 計
1 参加したい 9 3 12
2 参加 したくない 0 0 0
3 わからない 0 1 1
4 その他 0 0 0




























































































































































































































6期生 林 正樹 圖
休憩(3:30～3:40)






































































IV施 策 の変 遷
皿章で は、〈 ピアサポー ト〉の事例及び発 表
機会の創 出 について述べて きた。本章ではその
基盤 ともなる 「研 究成果 をどの ように生か して
い くか」 について、関係す る施策等 を概 観 して
お きたい。
1985年第4回 国際成 人教 育会 議が フラ ンス
のパ リで開催 され、学習権宣言(TheRightto
Learn)が採択 され、学習権 は基本 的権利 と位
置づけ られた。その 中には、「todevelopindivi-
dualandcollectiveskills」と言區わ れ、個 人 及
び集団の力量 を発達 させ る権利が明記 されてい
る。 これ は学習 による成果 を、個人 と個人が所





択 されている。これ は学習権 を補完す る もの と
して、市民一人 ひと りが 自発的 に社会 に参画す
るこ との意義 と理想 的な社会形成 に果 たす成人
教育 の役割 な どが討議 され た。そ の中には、「to
developandpracticeindividualandcollective
skillsandcompetences」とされ、学 習 の成 果
に技能 だけでな く、個人 と集 団の適応能力 を発
展 させ、 実践 し生か してい くこ とを権利 として
いる。
つ ま りこれは、学習 の成果 を学習活動 そのも
のに限定 するのではな く、諸活動 の実践活動 に




































す る機会を持 とうとする傾向が強 くなってい
る。さらに学習活動を通 して、同好の士 として








































































































・ 立 田慶 裕 ・三輪 建 二 監 訳 シ ャ ロ ン ・B・ メ リ
ア、 ロー ズ マ リー ・S・ カ フ ァ レ ラ 『成 人 期 の 学
習 一 理 論 と実 践 』 鳳 書 房2005年
・ 赤 星 晋 作 『学 校 ・地 域 ・大 学 の パ ー トナ ー シ ッ プ』
学 文 社2001年
・ 白石 正 明+中 島智 枝 子 『生 涯 学 習 ・人権 教 育 基 本
資料 集 』 阿 吽 社1999年
・ 田原 開起 『死 と生 の 民 俗』 近 代 文 芸社2008年
・ 『高 齢 社 会 白書 』 平 成20年度 版 内 閣 府











・堀薫夫訳 エ ドワー ド・リンデマン 『成人教育の
意味』学文社1996年
・堀薫夫 ・三輪健三 監訳M・ ノールズ 『成人教
育の現代 的意義 一 ペ タゴジーか らア ンドラゴ
ジーへ一』鳳書房2002年
・渡邊洋子 監訳M・ ノールズ 『学習者と教育者の
ための自己主導型学習ガイド』明石書店2005年
ユ06
